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《教育講演　VI》

腫　瘍　核　医　学

大阪市立大　放射線科　越 智 宏 暢

　各種臓器の腫瘍の検出に核医学検査は重要な役割をは

たしている．脳，骨，ガリウムシンチグラフィでは病巣

部に放射性医薬品が集積し，陽性に描出される．一方，

肝をはじめ多くの臓器のシンチグラムでは，病巣部は欠

損像として検出される．

　検出能については，放射性医薬品の腫瘍への親和性，

腫瘍の大きさ，臓器内の位置などが問題となるが，最近

の放射性医薬品の開発，シンチカメラの性能向上と相ま

って益々有用な検査となってきたと言えよう．カメラの

感度，分解能の向上により，短時間で多方面から鮮明な

イメージを得ることができ，小病巣の検出も可能となっ

た．また，singlc　photon　emission　CTの導入により，

臓器の深部の小病巣をもとらえられるようになった．

67Gaによる腫瘍シンチグラフィについても，最近のカ

メラには3つのピークを同時に利用できる機構が内蔵さ

れており，短時間で以前に比し見違えるようなイメージ

が得られ，情報量が大幅に増したと言える．

　今回は，技術的な問題から話を始め，腫瘍検出のスク

リーニング検査として最も数の多い肝，骨シンチグラフ

ィの有用性，肝細胞癌の核医学検査，悪性リンパ腫など

におけるガリウムシンチグラフィの有用性について述べ，

多くの症例を供覧したい．また，結節性甲状腺腫の良性

・ 悪性の鑑別診断に201TIC1を利用し，良好な成績をあ

げているので紹介したい．

　甲状腺癌の転移病巣の診断・治療に1311が古くから

用いられているが，放射性医薬品が種々悪性腫瘍に特異

的に集積し，外部計測により腫瘍の存在部位や拡がりが

検出できると同時に，その核種の放出する放射線で治療

ができるというのが夢である．最近のトピックスである

Radioimm皿odetectionは，悪性腫瘍の検出と治療をね

らった新しい試みであり，今後の成果が楽しみである．

《教育講演　V皿》

血液疾患へのRI応用

名古屋大　放射線科　斎 藤 宏

　血液疾患の診断

　血液疾患のうち赤血球系疾患には，その造血と破壊に

鉄代謝と赤血球寿命が最も重要な検査項目とし，広く用

いられている．鉄代謝か赤血球寿命かの片方だけでは情

報が不充分な場合がある．髄外造血，無効造血などを確

実に把握するためには線スキャンも含めての鉄代謝と平

均赤血球寿命とを検査する必要がある．個々の疾患につ

いては下記の核医学的諸検査が重要な情報を提供する．

　鉄欠乏性貧血　：鉄吸収，鉄のロス（出血）

　鉄過剰症　　　：鉄吸収，鉄代謝

　真性多血症　　：鉄代謝，赤血球寿命，赤血球量，肝

骨髄線維症

赤白血病

鉄芽球性貧血

悪性貧血

脾シンチ，B12

：鉄代謝，赤血球寿命，肝脾シンチ

：鉄代謝，赤血球寿命

：鉄代謝，赤血球寿命

：鉄代謝，赤血球寿命，B12，内因子，

内因子抗体

再生不良性貧血：鉄代謝，赤血球寿命

溶血性諸疾患　：鉄代謝，赤血球寿命，肝脾シンチ

無トランスフェリン血症：鉄代謝，赤血球寿命，血漿

　　　　　　　　　　　　蛋白漏出

なお鉄代謝の検査に当っては，全身と左右肝脾部線ス
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